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最近の電子顕微鏡的研究によって，多くの動物の消化管粘膜には数種の内分泌細胞が存在

することが明らかにされてきた。 1969年に Wiesbadenで開催された胃腸ホルモ Yに関するシ

Yポジウムにおいて.Geneva， Paviaおよび Londonの3研究グループは主としてそれらの

研究グループの電顕的所見をもとにした消化管内分泌細胞の分類に意見の一致を見た (SOLCIA

ら， 1970)。ついで1973年に Bolognaでの国際シγポジウムにおいて，日本を含む世界の7

研究グループが胃腸管の内分泌細胞の分類を再検討しさらに鮮臓の内分泌細胞との比較をも

行った (SOLCIAら， 1973)。そして胃で6型 (EC，G， ECL， A-like， D， D，)，腸で7型 [EC，

S， EG (L)， 1， D， D" GJ.牌臓で5型 (A，B， D， D" EC)に分類されることを示した。

そこで著者らは前報のウマの腸粘膜における内分泌細胞の光顕的所見を基礎資料として

(佐藤ら， 1976)，引き続き電子顕微鏡を用い，腸粘膜に出現する内分泌細胞の分類を試み，そ

れらの腸管における分布状況をも検索した。

材料および方法

材料は前報(佐藤ら， 1976)に用いた3頭のウマより摘出した腸管で，光顕的材料の採取

8部位の直後において腸管粘膜のみを採取した。

採取材料は生理食塩水で洗浄L， 2.6~百グノレターノレアノレデヒド (1%孫糖を含む O.lM 燐

酸緩衝液， pH 7.3)で前固定を行い. 1%オ旦ミック酸 (1%孫糖を含む O.lM燐酸緩衝液，

pH7.3)で後固定した。固定後アノレコールで脱水，プロピレYオキサイドで置換した後，エポ

普 Detartment01 Veterinary Anatomy， Obihiro University 01 Agriculture and Veterinary 
Medicine， Obihiro 080， 1五okkaido，J apan. 
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